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皇
園
農
村
確
立
，の

基
本
問
題
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木

芳

之

助

‘、

大
東
租
建
設
鴨
川
の
進
展
に
作
ワ
て
、
我
が
国
民
族
培
養
の
源
泉
と
し
て
民
に
播
f
注
昔
農
村
を
確
立
し
、
我
が
農
業
を
し
て
闘
民

食
団
団
生
屯
確
保
の
曜
大
使
命
を
遺
憾
な
く
遂
行
せ
し
め
る
や
う
、
そ
の
組
織
を
再
編
成
す
る
己
と
の
緊
要
性
が
高
調
せ
ら
れ
つ
L
あ

る
3

郎
ち
我
が
閣
が
大
東
亜
建
設
の
大
業
を
完
成
し
、
そ
の
永
遠
の
環
展
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
国
家
活
動
力
ゐ
根
源
を
な
す
大

和
民
族
人
口
の
不
断
の
増
強
に
俣
つ
べ
き
で
あ
る
が
、
我
が
困
の
人
口
は
山
間
来
良
材
を
共
の
力
強
き
源
来
と
し
て
増
大
し
来
っ
た
も

の
で
あ
る
n

農
村
の
人
日
明
璃
率
は
都
市
に
段
ち
ベ
て
高
く
、
長
村
に
於
て
増
加
す
る
健
全
友
る
人
口
が
、
農
家
人
口
を
維
持
哨
強

ず
る
の
み
な
ら
炉
、
苦
た
え
置
の
人
口
を
都
市
の
諸
産
業
に
提
供
し
て
国
家
活
動
の
躍
進
を
宵
ら
ず
源
泉
と
た
っ
て
ゐ
る

3

さ
れ
ば

室
岡
農
村
確
立
白
第
一
の
方
針
と
し
て
、
「
大
東
兎
建
設
に
伴
ム
人
口
及
民
族
政
策
の
根
本
方
針
に
則
り
農
業
を
し
て
買
に
犬
和
民

族
培
養
の
源
成
た
る
の
賓
を
夜
間
吋
せ
し
む
」
べ
き
で
あ
る
。
我
が
閣
の
人
口
閥
策
に
於
て
も
、
己
の
趣
旨
に
基
い
て
、
附
和
三
十
五

年
比
ば
内
地
人
人
口
を
一
億
陀
謹
せ
し
弘
ん
?
に
す
る
が
、
こ
の
際
「
農
業
が
設
も
慢
秀
な
る
兵
力
及
持
力
の
供
給
振
だ
る
現
朕
陀
鑑

み
、
内
地
農
業
人
口
の
一
定
数
の
維
持
を
附
る
と
共
に
、

日
浦
支
を
通
じ
内
地
人
人
口
百
四
割
は
之
を
設
業
に
確
保
す
る
加
〈
措
置

ず
る
」
方
針
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
。

第
二
に
食
樋
の
確
保
が
戦
争
途
行
の
絶
針
要
件
で
あ
り
戟
力
増
強
の
基
礎
た
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
現
下
の
我
が
閥
農
業

皇
国
産
材
確
立
白
基
本
問
題

O 



皇
園
農
村
確
立
の
基
本
問
題

O 
回

に
於
て
は
、
食
糧
晴
慢
を
五
土
命
令
と
し
て
、
農
業
生
商
力
の
維
持
捕
吏
に
努
力
し
つ
i
h

あ
る
が
、
営
団
緊
急
O
要
務
と
し
て
更
に

一
段
と
問
内
に
於
け
ろ
食
糧
生
産
の
除
保
を
阿
る
と
共
に
、
日
浦
を
遇
宇
る
主
要
食
極
の
自
給
碍
制
の
確
立
を
周
る
ご
と
が
、
我
が

関
岡
防
国
家
偲
制
の
確
立
上
念
務
で
あ
る
。

さ
れ
ば
現
下
の
我
が
農
村
に
課
せ
ら
れ
た
る
市
一
大
た
ろ
民
族
的
関
家
的
使
命
、
即
ち
食
溢
の
増
産
と
農
業
人
口
の
保
有
と
、

己

の

二
大
使
命
を
完
透
ず
る
に
た
る
竪
貨
な
る
刊
誌
村
を
育
成
し
、
擁
立
す
る
己
と
己
そ
、

皐
岡
農
村
確
立
の
基
本
的
課
題
で
あ
る
と
い
は

た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
蓋
し
島
村
を
し
て
買
に
大
和
民
族
貯
養
の
源
泉
た
る
の
宮
を
抽
出
劫
せ
し
め
る
企
共
に
、

日
浦
を
題
宇
る
主
要

会
崎
町
治
力
の
芳
賀
附
保
を
賢
現
ず
る
た
め
J

農
民
が
品
川
悼
を
以
て
農
業
に
共
の
全
力
を
注
す
十
分
た
る
創
意
を
後
揮
し
、
女
化
の

進
展
に
寄
市
叫
ん
ず
べ
き
健
杢
た
る
農
村
を
陣
立
し
相
付
与
如
雪
由
民
支
組
織
を
往
設
す
る
己
と
は
、
皇
闘
の
悠
久
在
る
護
展
を
確
保
す
る
根

祇
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
阜
両
農
村
の
耐
立
を
念
越
賓
施
ず
る
を
必
史
と
T
る
に
至
ワ
た
所
以
は
、
最
近
に
於
け
る
「
念
品
川
左
る
時
勢
の
礎
精
児
際
し
、

盟
主
部
而
に
於
け
ろ
朕
勢
の
向
型
化
は
空
間
農
主
及
農
民
の
縦
村
静
養
上
不
測
の
障
害
を
生
や
る
の
虞
あ
る
を
以
で
」

T
一
あ
る
。
卸
ち

時
勢
の
念
激
た
る
竣
仰
の
影
響
を
交
け
、
「
農
業
部
聞
に
於
て
必
慮
ず
べ
き
事
態
、
所
前
農
村
解
開
化
の
傾
向
額
著
在
る
も
の
あ
る
」

d
 

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
れ
を
最
近
に
於
け
る
農
家
戸
数
の
動
向
に
つ
い
て
見
る
に
、
昭
和
七
年
以
来
そ
れ
は
漸
減
の
傾
向
を
示
し

殊
に
事
境
以
来
そ
の
減
退
が
著
し
〈
、
農
家
戸
数
は
昭
和
十
五
年
に
は
五
百
四
十
七
寓
九
千
戸
と
た
り
、
事
境
問
の
昭
和
十
一
年
比

段
ら
べ
て
、
約
十
一
南
八
千
戸
の
減
ゆ
を
示
し
て
居
り
、
従
っ
て
我
が
図
の
鳩
戸
数
に
封
ず
る
農
家
戸
数
の
割
合
は
、
昭
和
十
一
年

の
四
三
・
一
ガ
か

ι十
五
年
の
日
一
一
九
・
入
劣
へ
と
低
下
し
て
ゐ
る
。
然
か
も
己
の
農
家
戸
数
の
減
少
は
専
業
農
家
戸
数
の
減
還
に
よ
る



も
凸
で
あ
る
3

即
ち
昭
和
十
三
年
九
月
一
目
白
「
農
家
一
斉
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
我
が
図
農
家
白
線
戸
数
五
百
四
十
四
高
戸
の
う
ち
‘

市
干
浪
漫
ι
廷
は
二
百
四
十
八
諸
問
千
戸
(
凶
五
・
七
ド
午
、
定
業
農
家
は
二
百
九
十
五
寓
λ
千
戸
〈
五
回
・
一
一
号
沖
)
と
一
な
っ
て
ゐ
る
ポ
、
昭
和
十

六
年
の
夏
季
調
授
で
は
事
業
農
家
は
二
百
二
十
九
市
内
六
千
戸
(
問
了
九
百
)
、
袋
詰
農
家
は
三
一
日
十
七
寓
八
千
戸
支
凡
・
一
ぎ
と
な
り
.

事
業
農
家
の
減
少
、
従
業
農
家
の
増
大
と
在
っ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
い

新
く
の
如
き
事
業
農
家
の
減
少
・
波
4
4
農
家
の
増
加
傾
向
は
、
貸
付
町
働
農
家
の
進
行
主
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
専
業
農
家
が
其
の

持
働
力
の
直
接
的
減
少
、
北
児
一
同
時
川
持
働
力
D
不
足
に
印
措
い
て
、
専
業
農
家
居
の
分
化
を
起
し
、
賃
借
庁
働
を
品
現
業
と
す
る
農
家
居
に

白
伊
行
す
る
過
程
を
示
ず
も
の
で
あ
る
。
明
和
十
三
年
の
「
農
家
一
費
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
品
現
業
農
家
は
二
百
九
十
五
高
六
千
戸
に
土

る
が
、
そ
の
う
ち
で
農
業
を
主
と
し
葉
支
以
外
の
業
主
従
と
す
る
所
謂
「
農
業
を
主
と
す
る
業
業
農
家
」
が
、
百
六
十
五
寓
四
千
戸

(五六・

oど
を
占
め
、
農
業
を
従
と
し
農
業
以
外
の
業
主
主
と
す
る
所
謂
「
農
業
主
従
と
す
る
粂
業
農
家
」
が
、
百
三
十
高
二
千
戸

(四四・

oぎ
を
占
め
て
ゐ
る

3

専
業
農
家
居
の
八
刀
化
の
進
行
は
、
一
専
業
農
家
よ
り
「
農
業
を
主
と
す
る
来
業
農
家
」
へ
、
更
に
「
農

噌
引
を
従
と
す
る
筑
業
且
民
家
」
へ
の
進
行
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
か
t
A

る
品
車
業
農
家
の
附
加
は
所
謂
「
峨
工
最
ー
議
」
の
増
加
を
示
す

も
の
に
外
た
ら
友
い
。

最
近
に
於
け
石
我
が
図
の
軍
需
工
業
主
中
心
と
ず
る
章
一
化
皐
工
業
の
務
展
は
、
各
地
方
に
新
興
工
業
都
市
の
勃
興
を
促
す
と
時
時

に
、
そ
の
需
要
す
る
持
倒
に
つ
い
て
も
質
的
鑓
化
を
促
し
、
従
来
の
女
子
持
働
か
ち
男
子
持
働
へ
の
移
行
、
未
熟
練
努
働
か
ら
熟
練

持
働
へ
の
移
行
、

一
時
的
弁
倒
よ
り
移
動
交
替
の
h
y
き
継
続
的
努
働
へ
の
移
行
、
高
年
持
働
よ
り
男
子
育
壮
年
持
働
へ
の
移
行
を
来

す
こ
と
L
在
っ
た
。
か
i
h

る
荒
化
製
工
業
の
由
貿
展
に
基
〈
搾
働
力
の
新
な
る
念
放
た
る
需
要
は
、
農
家
労
働
の
移
動
を
高
め
中
に
は

置
か
た
い
。
五
に
於
て
、
新
に
工
場
へ
吸
収
せ
ら
れ
た
農
村
の
青
世
年
の
一
部
は
、
農
家
の
遇
勤
エ
と
な
り
、
所
詔
職
ヱ
農
家
の
出

皇
闘
農
村
曜
主
の
基
本
問
題

O 
五



果
関
農
村
確
立
白
装
本
間
愚

o-ハ

現
と
た
る
。

か
i
A

る
崎
工
長
一
品
に
あ
り
て
は
、
家
族
持
働
力
の
北
幹
的
部
八
刀
た
る
男
子
持
働
力
が
工
場
に
吸
牧
せ
ら
れ
、
農
業
持
働
は
主
と
し

て
老
父
母
、
主
姉
、
弟
妹
等
の
老
幼
婦
女
子
の
千
に
委
ね
ら
れ
る
と
と
L
在
る
。
そ
の
農
業
経
替
は
自
家
用
飯
米
補
充
の
程
度
に
等

制
化
せ
ち
れ
、
料
放
化
せ
ら
れ
て
、
所
前
低
位
牧
穂
農
家
と
左
り
つ
i
h

あ
る
。
し
か
も
此
の
職
工
農
家
は
専
業
農
家
へ
の
彼
腕
性
を

政
央

f
右
傾
向
が
強
い
。
か
-
A

る
職
工
農
家
は
新
し
い
農
業
技
術
を
導
入

f
る
熱
意
を
依
h

て
ゐ
る
か
ら
、
食
糧
生
環
礁
保
の
見
地

か

ιず
る
も
望
ま
し
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
る
。

さ
れ
ば
現
下
に
於
け
る
県
閣
農
村
の
硝
立
に
際
し
で
は
、
農
民
が
払
町
時
を
以
て
農
業
に
其
の
全
力
を
注
ぎ
得
る
が
如
雪
専
業
農
家

を
計
日
成
保
抗
す
る
こ
と
を
第
↑
義
に
置
く
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
斯
か
る
闘
の
基
本
た
る
農
家
を
泊
正
経
替
農
家
と
呼
ん
で
ゐ
る
。

と
の
a

弔
問
農
村
川
叩
4

止
の
根
本
は
、
「
図
家
の
要
請
に
間
際
ず
る
如
く
、

遡
正
な
る
農
業
経
替
を
第
し
毅
然
と
し
て
永
く
農
業
に
精

進
ず
ろ
法
衣
の
緋
持
育
成
に
存
ず
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、
枝
市
農
村
に
於
け
る
建
設
の
目
棋
は
、
「
か
L
る
遁
王
経
笹
農
家
が
営
該
村

に
於
け
ろ
農
業
と
の
巾
按
と
な
り
、
村
全
慌
が
隣
保
共
助
の
精
川
に
依
り
安
定

H
調
和
せ
る
農
村
を
確
立
す
る
に
在
る
。
」
而
し
て
こ

の
泊
，
日
経
何
農
家
。
規
模
は
、
各
地
方
の
立
地
保
刊
に
却
し
て
定
主
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
概
ね
左
の
要
領
陀
よ
る
べ
き
と
と
が

明
示
せ
色
れ
て
ゐ
る
。

• 

川
刊
専
業
自
作
鯉
普
な
る
こ
と

間
縄
普
の
北
本
を
他
人
T

な
る
構
成
町
家
旋
努
力
に
宜
f
こと

叫
湿
地
内
焼
模
が
常
識
地
方
町
立
地
悌
件
に
印
し
遡
叶
な
る
と
と

山
田
川
と
し
ヂ
主
張
公
践
の
長
院
を
根
幹
と
し
家
古
川
例
議
主
惇
ふ
牌
替
た
る
こ

ε



防
農
業
技
術
高
度
に
し
て
生
産
龍
事
町
大
な
る
こ
と

向
温
度
の
自
絵
組
済
に
依
り
簡
素
な
る
も
兎
質
せ
る
生
活
を
偶
し
、
農
に
四
せ
る
同
有
田
文
化
を
培
養
し
得
る
如
き
睡
裕
あ
る
も
の
な
る
と
と

川
四
止
血
症
d
に
印
躍
す
る
を
鵠
替
の
組
本
理
念
と
し
、
民
業
の
悶
家
的
毘
義
に
徹
し
、
農
家
と
し
て
ま
捜
し
て
農
業
に
専
念
す
る
と
と

L~. 
F 

こ
の
小
論
に
於
て
は
、
最
近
に
於
け
ろ
我
岡
町
農
業
及
ぴ
農
業
経
替
の
客
親
的
動
向
に
卸
し
つ

tt
か
6
A

る
遁

E
農
家
の

緋
持
育
成
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

四

先
づ
第
一
に
皐
同
農
村
は
、
喪
主
に
一
専
念

L
て
働
ら
イ
専
業
理
家
主
以
て
専
ら
構
成
せ
ら
れ
る
純
長
村
で
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
然

る
に
専
業
法
案
戸
数
は
最
近
左
の
如
き
減
少
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。

，'i l~ 
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年
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十
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年

間

十

宜

年

農
家
抽
柏
戸
数

戸

王、六
E
一J
き
ん

耳、円二一、五一一重

耳、!大一布、回八六

五、六一円、六百却

阜、王九七、回一孟

耳、王屯回、人屯
Am

¥
 

豆、豆一九、四人口

E

、回九一、八三八

五、四告晶、五日唱一

事
業
、
管
業
別
百
分
比

世

帯

業

戸

回、二十一日、同七時〈

園、一一一六、{]吾一

園、一回回、ニ一入

園、一六回、[}三五

回、一望ハ・回二一一

回、一人口、六七一一

阜、七口回、一三六

豆、昔石
J

一回
T

Z

、七ー呂、九内
Z

専
業
、
兼
業
引
戸
数品

市
業

戸

一、事豆、人一五一

-、園内瓦、四人豆

一、回七五、二六人
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一、
E
=
、()四五
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一、八一五、一六回

一、七六回、五九七

一、七口八、革勺人

事
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七一ニ・
2〕

U2τ
回
白

書
一
・
宅

七回・二六

七四・山一二

姐
回
・
丸
山

河子八七

六八・八ニ

兼

業
M
均

一石・口口

一一声・六口

一一円・ニ
Z

一宝・占回

一一五・三均

一一一五・口一
吾一
-
A
i四

五ニ・一
z

z
一・一八

農
村
に
於
て
専
業
農
家
が
減
少
し
食
業
農
家
が
増
加
す
る
と
き
は
、
農
村
は
次
第
に
純
農
村
た
る
性
格

E
失
ひ
、
学
工
・
半
農
の

息
同
座
材
確
立
町
某
本
阿
題

。
七

農事統計表による，) 



宅
問
農
村
確
立
内
措
京
問
題

O 
八.

村
と
化
ず
る
。
殊
に
畏
活
経
健
か
九
優
秀
た
る
男
子
育
批
年
崎
町
働
力
が
工
場
へ
時
出
し
た
飛
業
農
家
で
は
、
最
浪
帥
町
働
は
山
叫
る
婦
女

下
や
老
人
の
手
に
上
っ
て
行
は
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
農
業
生
産
は
討
然
低
度
化
し
、
こ
れ
ら
の
淀
業
農
家
。
闘
心
は
農
業
及
び

か
i
h

る
史
認
農
家
た
る
職
工
最
安
が
完
る
に
離
農
し
た
い
の

農
村
を
離
れ
て
、

工
場
ま
た
は
都
市
へ
と
向
け
ら
れ
る
こ
と
ミ
左
る
。

は
、
白
安
食
糧
を
確
保
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
所
前
飯
米
農
家
と
し
て
圭
た
低
位
牧
雄
農
家
と
し
て
停
滞

し
て
ゐ
呂
。
殊
に
近
時
陀
於
け
る
工
場
の
地
方
分
放
に
つ
れ
、
従
来
の
同
様
L
が
通
勤
工
と
在
る
に
仲
っ
て
、

と
の
農
家
の
峨
工
農

案
化
陀
一
居
の
拍
車
が
加
へ
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
斯
か
る
傾
向
を
共
の
士
L
放
任
す
る
こ
と
な
〈
、
農
家
主
し
て
農
業
経
品
目
を
専
業
と

ず
る
木
来
の
近
に
上
ら
し
め
、
以
て
黒
岡
農
村
の
他
全
左
弓
構
成
員
た
ら
し
む
べ
き
で
あ

3
9

従
っ
て
皇
閣
法
村
の
確
立
は
、
事
業
農
家
の
一
維
持
育
成
に
倹
つ
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
専
業
農
家
を
維
持
育
成
す
る
た
め
に
は
、

決
市
北
に
封
し
一
専
業
提
案
と
し
て
存
続
し
得
る
経
神
的
保
件
を
附
町
内
し
在
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
花
来
、
農
家
が
品
抗
議
農
家
と
な
り
、
械
工

法
宗
と
な
る
の
は
、
そ
の
経
母
規
模
が
本
抑
止
し
て
、

そ
の
町
家
努
力
を
農
業
終
日
常
を
以
て
完
全
に
牧
徒
化
し
得
ざ
る
に
基
〈
も
の

で
、
従
っ
て
安
計
補
充
の
手
段
と
し
て
貨
弁
働
の
機
合
を
求
め
ざ
る
を
得
左
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
事
鴨
川
農
家
た
る
以
上
、
川
崎

エ
真
由
坑
に
於
け
る
如
〈
婦
女
子
や
老
人
の
み
の
努
力
に
専
ら
依
H

い
す
る
経
侍
と
し
之
で
な
〈
、
(
哉
氏
を
中
日
夜
と
す
る
健
全
な
る
構
成

勾
宗
族
崎
町
力
に
よ
っ
て
管
ま
れ
る
返
し
い
経
替
た
る
己
主
が
要
求
せ
ら
れ
る
。
と
の
思
に
つ
い
て
は
、
、
摘
記
農
林
省
の
標
準
農
村
設

定
要
綱
に
も
「
筏
替
の
州
地
本
を
健
全
な
る
構
成
の
宗
族
非
力
に
泣
く
己
と
」
を
建
前
と
し
て
ゐ
る
。

従
っ
て
市
甲
車
、
農
家
主
推
持
育
成
す
る
前
提
僚
件
と
し
て
ほ
、
先
づ
血

ii

叫
家
経
替
を
泊
疋
規
模
出
し
、
自
実
持
倒
力
を
完
杢
に
利
用
・

牧
徒
化
せ
し
め
る
注
生
興
へ
る
と
と
が
必
要
で
あ
る

J

吠
陀
農
業
持
仰
の
一
生
産
性
、
印
ち
生
産
能
率
の
向
上
を
岡
っ
て
、
農
業
持
働

報
酬
を
し
て
工
業
情
労
務
者
自
収
益
と
均
衡
を
岨
押
せ
し
め
、
農
家
を

L
て
安
心
し
て
農
業
生
産
に
専
念
し
得
る
基
礎
地
盤
を
奥
へ
在
砂



れ
ぽ
友
ち
友
い
。
従
つ
で
尊
弐
且
昼
寝
の
維
持
育
成
は
、
農
家
経
費
白
遁
E
規
模
化
と
不
可
分
の
関
係
に
立
つ
も
の
&
い
ふ
べ
き
で
あ

r

る

五

最
近
陀
於
で
長
業
趨
疋
経
替
規
模
の
問
題
が
表
而
に
笠
揚
ず
る
に
至
っ
た
の
は
、
先
づ
第
一
段
階
に
於
て
、
浦
山
川
開
拓
移
民
の
選

出
に
伴
ム
分
村
社
書
官
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
満
洲
開
拓
移
民
の
選
出
に
上
っ
て
内
地
に
於
け
る
農
家
の
耕
地
雨
積
を
誼
常
に

欄
張
し
、
之
に
よ
っ
て
農
家
経
怖
を
し
て
収
支
の
均
衡
を
得
せ
し
め
、
農
家
の
農
業
所
得
を
増
大
せ
し
め
る
と
い
ム
農
家
の
生
活
安

定
、
印
有
農
家
の
私
経
桝
的
概
酷
か
ら
週
正
経
替
規
模
が
問
題
と
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
支
那
事
費
以
来
、
時
局
産
業
の
飛
躍
的
褒
展

に
件
ひ
、
農
村
勢
働
力
の
抱
大
在
る
流
出
を
来
し
た
が
、
併
し
食
糧
生
産
を
根
幹
と
す
る
農
業
生
産
力
を
撰
充
ず
る
己
と
が
緊
要
と

な
り
、
そ
の
基
礎
と
し
て
の
経
管
規
模
如
何
が
誼
正
規
模
問
題
の
中
心
と
な
っ
て
来
た
。
己
れ
が
遁
正
規
模
問
題
の
第
二
段
階
で
あ

る
。
併
し
泊
五
規
模
の
問
題
は
、
第
三
段
階
と
し
て
、
更
に
農
業
人
口
定
有
の
見
地
か
ら
検
討
を
加
へ
ら
れ
る
己
と
L
た
っ
た
。
創

ち
時
局
の
進
展
に
即
隠
す
る
農
業
生
産
力
の
確
保
・
損
充
と
共
に
、
民
族
愛
展
の
源
泉
と
し
て
農
業
に
幾
何
の
人
口
を
定
有
せ
し
め

る
か
ぜ
濁
正
規
模
問
題
の
鶏
準
と
た
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
今
や
農
業
経
営
遁
正
規
模
の
問
題
は
、
農
業
に
封
ず
る
人
口
の

定
有
と
い
ふ
民
族
的
要
求
、
表
業
生
産
力
白
確
保
・
披
充
と
い
ふ
図
民
経
済
的
要
求
、
農
家
経
済
の
安
定
と
い
ム
私
経
済
的
要
求
、

己
れ
ら
三
つ
の
要
求

E
判
合
統
一
し
た
見
地
か
ら
検
討
を
加
へ
、
之
を
解
決
し
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。

棋
準
農
村
に
於
け
る
建
設
四
目
標
は
、
右
の
=
一
要
求
に
合
致
す
る
如
き
遇
正
経
替
差
出
棋
が
雷
該
村
に
於
け
る
農
業
上
の
申
稜
と
た

り
、
村
喜
一
慢
が
隣
保
共
助
D
精
神
に
則
り
、
安
定
且
つ
調
和
せ
る
農
村
宜
確
立
す
る
に
在
る
が
、
己
の
遁
正
経
替
農
家
の
主
た
る
性

格
と
し
て
は
、
専
業
の
自
作
農
家
と
し
て
、
自
家
曲
目
働
力
を
基
本
と
し
、
遁
首
な
る
規
模
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
農
村
院

皇
国
産
材
確
立
の
基
本
問
題

O 
九



皇
岡
農
村
確
立
の
某
車
問
題

於
て
所
泊
中
堅
農
家
と
呼
ば
れ
る
も
り
で
あ
る
。
然
ら
ば
斯
か
る
農
村
の
中
阜
農
家
は
如
何
左
る
動
向
を
示
し
て
ゐ
る
で
あ
ち
ろ
か
d

O 

煙
家
曲
開
放

千
戸

玉、回司〈

豆、
E
一五

豆、四人一
z
J
2

一

五、穴一七
草、内一己

玉、
E
4
2
u

王、豆七回
豆、五一地

主、回九一
王、回記

明
惜
同
一
年

大
正
一
-
一
句

河

、

年

昭
和
八
年

同

九

年

同

一

0
年

同
一
一
勾

同
一
二
年

周
一
=
一
年

間
一
同
年

同
一
五
年

却
ち
五
段
未
満
及
び
五
段
以
上
一
川
歩
米
満
の

4

ヅ
ザ
仰
農
家
は
、

五
段
以
上

一
町
未
満干

月

一、七吉一
一、〈一九

一、人一人
一、在宅

一、九=一
一、九一九

一、九一回
一、九口五

一、入口六
一J瓦均

一、缶四主

ヨた

五
段
未
満子

戸

ニ、口一六
一、九九山

一、金一穴
一、也一山

一、九一八
一、九口
A

一、八九六
一、凡人目

一、八六九

一
、
金
量

一、
A
圃
Z

て一一ーτてて一一，町阿r

霊茎主主主言言語言実呈z喜主

ニ
町
以
上

一
二
町
未
満千

戸

豆
田
n
A

Z
Z

↓一
五回口五一角亘三

三ヱ一一
吾
百五一

A

Z

一回
z
一四

百一一一一

=
一
町
以
上

五
町
未
摘

Z
T

戸

一六=
一回九一豆亘一戸完一一一九二

石
二
百

，二一孟
一一室一-一一一一二一己

五
町
以
上手

戸
九

向
一

4
4
J
 

44一品主円
、主ハ屯

也
七
屯充実主一九七

弐

で
あ
る
が
、

五
段
未
満
の
川
市
畑
農
家
は
明
治
末
年
以
来
不
断
の
減
少
を
示
し
、

生
計
制
定
の
た
め
の
賃
弊
働
や
刑
設
を
不
可
快
と
ナ
る
飛
業
農
家

五
段
以
上
一
町
歩
未
満
の
零
細
農
家
も
ま
た
支
那
事

明
人
以
後
忙
於
て
減
少
の
傾
向
が
著
し
い
。
三
町
乃
至
=
一
町
歩
の
中
農
家
も
事
同
盟
後
多
少
D
減
退
を
示
し
て
居
り
、
更
に
三
町
歩
以
上

の
↓
へ
規
模
経
骨
農
家
居
も
同
慌
に
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
か
L

る
う
ち
に
あ
っ
て
、
ひ
と
り
一
町
以
上
一
一
町
岩
未
満
の
農
家

の
み
が
、
明
治
末
年
以
来
一
貫
し
て
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
と
の
一
町
以
上
二
町
歩
未
満
農
家
の
杢
周
平
均
一
戸
営

か
く
て
我
が
闇
農
家
の
動
向
は
、
上
下
雨
居
の
減
退
、
中
堅
農
家
の
増
加
と
を
つ

て
現
は
れ
て
ゐ
る
9

り
緋
作
河
的
は
-
町
=
一
段
七
畝
と
去
っ
て
ゐ
る
。

農事統計表による.) 



b
L
る
設
が
国
農
家
の
中
堅
農
家
へ

O
凝
集
は
:
併
じ
友
が
ら
、
各
地
域
に
於
て
多
少
そ
の
現
れ
方
を
具
に
す
る
。
即
ち
東
北
地

方
で
は
犬
経
替
が
縮
小
す
る
と
い
ふ
治
相
的
過
程
を
以

τ、
之
に
反
し
迂
畿
で
は
主
と
し
て
小
経
費
が
模
大
す
る
と
い
ム
積
極
的
過

程
を
以
で
現
は
れ
て
ゐ
る
。
情
ふ
に
東
北
地
方
で
は
、
農
業
の
機
械
化
そ
の
他
の
近
代
的
技
術
を
生
時
機
構
に
採
り
入
れ
る
こ
と
が

φ
な
ぐ
、
従
っ
て
そ
の
芥
働
生
産
性
も
低
い
か
ら
、
大
粧
同
品
川
は
川
M

同
然
に
賠
術
持
働

E
必
要
と
す
る
が
、
時
局
下
己
の
雇
傭
持
働
白
調

注
梢
保
が
閑
却
と
た
る
に
伴
っ
て
、
自
家
持
働
力
を
以
て
終
日
常
し
作
る
限
度
に
ま
で
共
の
規
模
を
縮
小
す
る
こ
と
L
在
る
か
ら
で
あ

る
。
近
揺
に
於
て
は
本
綱
農
家
は
分
解
し
て
、

一
雨
説
明
止
を
離
脱
す
る
が
、
他
出
そ
の
絞
脅
規
模
を
蹴
大
し
て
、
家
族
冊
目
働
を
完
全

に
利
用
し
得
呂
中
昭
一
農
家
へ
と
向
上
す
る
。
か
〈
て
何
れ
の
地
域

ι於
て
も
、
家
族
努
働
に
基
礎
を
世
く
中
堅
農
家
の
油
田
展
と
な
っ

て
現
は
れ
て
ゐ
る
。
然
か
も
斯
か
る
一
町
乃
五
一
一
町
1
4
ゅ
の
巾
院
農
家
は
、
我
が
岡
一
般
に
成
〈
A

普
及
し
て
ゐ
る
現
在
円
農
業
技
術
、

即
ち
牛
氾
緋
、
手
抑
中
排
除
草
器
、
足
跡
式
旭
川
開
股
穀
機
を
旧
制
斡
と
す
る
農
業
技
術
に
附
…
隠
す
る
絞
品
川
規
模
で
あ
る
と
い
ム
己
と
が

同
来
る
。

‘. 

既
辿
の
如
〈
、
農
法
終
日
常
泊
正
規
模
の
問
題
は
、
農
業
人
口
定
有
の
民
族
的
要
求
、
産
業
生
産
力
陣
保
・
杭
充
の
岡
氏
経
済
的
要

求
、
農
戎
絞
州
安
定
の
私
経
内
的
要
求
の
三
要
求
を
綜
合
統
↑
し
た
見
地
よ
り
之
を
解
決
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ー
同
時
に
上
漣
せ
る
我

が
開
設
家
経
慢
の
存
閥
的
資
展
傾
向
に
印
隠
し
て
之
を
解
決
し
友
け
れ
ば
左
ら
ね
。

昭
和
十
二
一
年
九
月
日
の
「
会
問
農
家
一
斉
調
究
し
」
に
よ
れ
ば
、
右
の
中
堅
農
家
た
る
一
町
以
上
二
町
歩
未
満
の
農
家
戸
数
は
、

一
、
同
六
λ
二
八
六
戸
で
あ
る
が
、
之
を
自
小
作
別
に
見
れ
ば
、
自
作
農
家
は
三
八
二
一
.
四
八
三
戸
(
二
七
・
王
が
て
小
作
農
家
は
二
二

O
、
五
九
三
戸
こ

F
0
5、
自
作
袋
小
作
農
家
は
八
六
二
二
一

O
戸
(
五
七
・
五
ぎ
に
し
て
、
自
作
品
斑
小
作
農
家
が
厩
倒
的
多
数
を

占
め
て
ゐ
る
。
併
し
友
が
ら
農
家
と
し
て
は
、
小
作
農
や
自
作
品
現
小
作
農
と
し
て
よ
り
も
、
自
作
農
と
し
て
の
方
が
土
り
安
定
し
た
・

皇
国
農
村
確
立
の
某
本
問
題



皇
岡
農
村
確
立
の
基
本
問
題

農
家
生
活
が
会
れ
、
従
っ
て
主
た
よ
り
高
き
農
業
生
産
力
の
向
上
が
朔
せ
ら
れ
る
か
ら
、
自
作
農
創
設
事
業
の
強
化
挺
充
を
闘
る
と

一
一

と
が
笠
主
し
い
。
殊
に
東
北
地
方
に
於
て
は
中
堅
農
家
の
縄
脅
規
模
が
近
畿
的
水
準
に
ま
で
縮
小
す
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
、
之
を
自

作
農
家
と
し
て
共
の
安
定
性
を
増
大
す
る
E
と
が
一
居
肝
裂
で
あ
る
。

六

更
に
遁
正
終
答
農
家
た
る
中
堅
農
家
は
、

そ
の
「
農
業
皮
術
高
度
に
し
て
生
産
能
率
の
大
た
る
E
と
」
が
要
請
せ
ら
れ
、

且
つ
ま

た
中
間
宜
農
家
は
「
原
則
と
し
て
主
要
食
糧
の
生
涯
を
倶
幹
と
し
家
者
飼
養
を
件
ふ
終
日
世
左
る
こ
と
」
が
要
求
せ
ら
れ
る
。

惟
ふ
に
我
が
閣
の
農
業
は
、
多
目
五
の
持
働
力
と
多
量
の
肥
料
と
を
保
幹
と
し
て
抽
出
建
し
来
っ
た
も
の
で
、
そ
の
結
果
と
し
て
高
川

土
地
生
虐
性
と
高
い
人
口
挟
養
力
と
わ
佐
賀
し
た
が
、
併
じ
モ
の
反
面
に
於
て
持
仰
の
生
原
性
は
低
位
で
あ
ワ
た
。
然
る
に
時
局
の
進

良
に
仲
ふ
差
村
か
ら
の
隈

A
品
刊
の
増
加
、
軍
需
工
業
へ
の
事
丑
の
努
力
流
向
、
農
民
の
徴
費
等
に
よ
っ
て
、
農
村
の
持
働
力
及
び
畜

力
が
減
ゆ
し
、
ま
た
化
事
肥
料
も
肥
料
資
源
檎
入
の
減
φ
、
電
力
不
足
等
比
占
っ
て
農
業
へ
の
供
給
が
吠
第
に
窮
屈
と
在
っ
て
来
た
。

斯
か
る
我
が
悶
是
認
の
根
幹
を
た
す
持
力
と
肥
料
と
の
不
足
に
拘
ら
宇
、
時
局
は
主
要
食
油
の
増
益
を
要
請
し
て
や
ま
左
い
。
認
に

於
て
よ
り
少
友
き
労
働
力
と
よ
り
少
た
昔
肥
料
と
を
以
て
、
培
認
を
途
行
し
泣
け
れ
ば
な
ら
ね
己
と
h

な
っ
た
。
け
れ

E
も
農
業
に

投
ぜ
ら
れ
る
持
働
力
及
び
肥
料
の
皐
た
る
節
約
は
、
品
川
国
応
物
反
首
旬
牧
月
1
0
減
少
、
ひ
い
て
繍
生
産
量
の
減
退
主
来
し
、
現
下
に
於

け
る
食
組
哨
濯
の
至
上
令
命
と
背
馳
す
る
。
従
っ
て
農
作
業
の
機
械
化
、

A
口
瑚
的
共
同
作
業
の
賃
施
、
モ
の
他
栽
培
技
術
の
費
遣
に

上
っ
て
、
芥
働
生
産
性
白
向
上
、
即
ち
農
業
生
産
能
率
の
卜
昇
を
阿
る
と
共
に
、
肥
料
に
閥
し
で
も
同
様
に
共
白
生
産
性
を
増
進
す

る
や
ろ
有
ゆ
る
工
夫
を
凝
寸
こ
と
が
緊
要
で
あ
る
。
さ
れ
ば
今
後
の
我
が
同
胞
は
設
は
持
働
生
虐
性
を
高
め
つ
a
h

茂
首
り
牧
量
の
増
加

即
ち
土
地
生
産
カ
の
増
大
聖
岡
昌
己
と
を
建
前
と
し
て
進
ま
泣
け
れ
ば
紅
色
泣
い
。



と
の
建
前
は
農
家
の
趨
正
規
模
白
決
定
に
際
し
で
も
、
常
に
念
頭
に
置
か
る
ぺ
き
で
あ
る
。
即
ち
誼
五
経
替
農
家
に
あ
っ
て
は
、

持
働
生
産
力
と
土
地
生
産
力
と
の
上
昇
が
相
背
離
し
て
は
た
ら
宇
、
持
働
生
産
力
を
高
め
っ
し
L

同
時
に
土
地
生
産
力
の
増
大
が
貸
現

せ
ら
れ
る
も
白
で
な
け
れ
ば
友
ら
左
い
。

士
九
日
農
家
の
経
笹
組
織
の
内
容
は
、
各
地
域
に
於
け
る
立
地
保
件
に
肱
巴
て
多
少
異
な
る
こ
と
は
山
口
同
然
で
あ
る
が
、
現
下
に
於
け
る

農
村
建
設
の
闘
家
的
要
請
の
一
つ
は
日
浦
を
週
十
る
主
要
実
情
閣
の
自
給
力
を
確
保
す
る
に
あ
る
か
ち
、
中
堅
農
家
は
主
要
食
糧
の
生

産
を
根
幹
と
す
る
経
骨
た
る
べ
き
を
建
前
と
す
る
。
向
ほ
持
力
不
足
の
折
か
ら
、
琵
業
持
働
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
、
家
高
.
特
に

農
耕
用
牛
馬
等
四
大
家
蓄
を
導
入
し
‘
之
に
よ
っ
て
長
耕
と
養
沓
と
mu
有
機
的
連
繋
を
緊
密
に
す
る
己
と
が
望
ま
し
い
。
と
の
と
と
は

人
力
の
不
足
を
柿
ふ
忙
高
力
を
以
て
、
ま
た
化
皐
肥
料
の
不
足

E
袖
ム
に
厩
肥
を
以
て
す
べ
き
被
時
忙
於
て
特
に
要
求
せ
ら
れ
る
じ

職
時
下
に
於
て
農
業
持
働
の
生
産
世
を
両
め
る
た
め
に
農
業
の
機
械
化
、
殊
陀
小
型
T

ラ
ク
タ
ー
に
上
る
緋
転
の
機
械
化
を
阿
る

E
と
が
緊
要
で
あ
る
が
、
併
し
あ
る
地
域
に
之
が
普
及
を
岡
る
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
自
然
保
件
蛇
忙
終
日
時
官
僚
件
よ
り
見
て
普
及

内
一
可
能
性
あ
り
や
否
や
を
吟
味
し
、
且
つ
之
が
農
家
へ
の
導
入
に
際
し
て
は
、
協
同
利
用
の
方
訟
を
確
立
し
て
、
そ
の
経
済
牲
を
充

介
に
費
抑
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
。
斯
か
る
可
能
性
の
乏
し
い
地
帯
へ
無
計
撃
に
耕
転
の
機
械
化
を
提
唱
す
る
と
と
は
笠
ま
し
く
は
在

い
3

従
っ
て
一
般
的
に
は
農
業
持
働
生
産
性
の
向
上
は
、
由
民
排
と
養
畜
{
耕
用
牛
馬
)
と
の
有
機
的
運
岬
掃
の
柏
駅
に
沿
ム
て
之
を
進
む
ペ

き
で
る
ら
号
。

向
ほ
斯
か
る
遡
正
紅
替
農
家
D
維
持
・
育
成
比
際
し
て
は
、
同
時
に
耕
地
の
匝
劃
整
理
及
び
交
換
分
合
を
行
っ
て
、

替
地
を
成
呂
ペ
ぐ
少
数
筒
所
に
集
閣
化
せ
し
め
、
之
江
よ
っ
て
省
力
及
び
機
械
力
の
利
用
を
容
易
に
し
、
且
つ
持
力
を
節
約
し
て
、

一
農
家
の
経

農
ポ
、
経
替
の
改
善
に
脅
す
べ
き
で
あ
る
。

七

皇
園
農
村
確
立
白
基
本
問
題



皇
同
盟
材
確
立
の
指
本
問
題

四

更
に
遁
正
経
侍
農
家
た
る
中
堅
農
家
の
一
生
活
械
式
と
し
て
は
、
経
品
川
両
と
家
計
と
の
蓮
岬
却
を
保
つ
温
度
な
る
自
給
経
済
を
替
む
と
と

，
 

が
笠
ま
し
い
。
査
し
中
堅
農
家
と
し
工
温
度
の
自
治
経
消
伐
を
保
押
す
る
と
と
は
、
経
品
川
的
品
質
動
に
封
し
て
生
活
安
定
の
保
障
を
奥

へ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
か
も
中
町
民
農
家
具
し
で
は
、
「
適
度
の
自
給
総
怖
に
依
り
術
指
た
る
も
定
貸
せ
る
生
前
を
筋
し
、
農
に
印
せ

る
凶
有
の
文
化
を
培
養
L
得
る
如
芳
一
徐
裕
の
あ
る
と
と
」
が
望
ま
し
い
。
印
ち
農
誕
生
活
は
部
市
生
活
と
共
の
趣
昔
を
異
に
し
て
ゐ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
路
市
生
活
の
殻
注
に
封
臆
し
て
、
刊
誌
淀
生
活
も
ま
た
モ
の
同
有
の
特
性
を
設
揮
す
る
徐
裕
の
あ
る
生
活
で
た

け
れ
ば
左
ら
宇
、

ま
た
沼
市
夫
化
に
針
w
t
f
る
健
全
な
石
市
淀
村
丈
化
を
附
l

止
し
て
、
わ
が
民
族
の
育
成
と
文
化
の
向

k
と
に
寄
阻
(
し
，

な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。

然
る
に
近
時
に
於
け
る
工
業
の
地
方
分
般
に
伴
っ
て
、
事
業
提
案
は
震
活
島
宗
と
友
り
、
峨
工
農
家
と
化
し
、
従
来
の
純
農
村
に

し
て
究
第
に
乍
農
・
下
工
の
付
と
化
す
る
事
例
が
山
市
左
〈
は
左
い
。
こ
L
に
段
工
調
整
の
必
要
が
起
る
。
け
れ

E
も
戦
時
下
に
於
け

る
我
が
閣
の
情
勢
と
し
て
、
期
か
る
工
業
の
地
方
分
故
、
そ
れ
に
件
ム
飛
培
農
家
、
峨
工
農
家
の
増
加
の
大
勢
は
、
特
定
の
地
帯
に

於
て
或
る
出
度
ま
で
之
を
阻
止
し
得
泣
い
と
す
る
た
ら
ば
、
斯
か
る
工
場
地
帯
附
近
の
農
村
に
於
け
る
農
家
の
鰹
俸
を
し
て
、
純
農

付
に
於
け
る
経
日
時
四
民
針
比
し
て
、
如
何
な
る
態
本
の
も
の
た
ら
し
む
る
と
と
が
最
も
望
ま
し
い
か
、
と
の
献
に
つ
い
て
は
向
ほ
深
〈

研
交
す
べ
き
で
あ
る
。

‘ 

以
L
L
鴻
ベ
た
白
百
団
長
村
確
立
の
た
め
に
必
必
た
る
諸
方
策
の
賓
現
は
.
ま
た
皐
岡
農
民
精
榊
の
昂
川
閣
に
倹
た
怠
け
れ
ば
な
ら
た
い
。

こ
の
貼
に
つ
い
て
は
慌
州
市
農
村
設
定
に
閲
す
る
要
綱
に
も

聞
は
真
純
替
の
精
仲
と
し
て

「
岡
家
の
要
請
に
即
舷
す
る
を
終
替
の
幌

本
市
崎
念
と
し
、
農
業
の
同
家
的
国
民
義
に
彼
し
豊
'
一
九
九
し
で
収
縮
し
て
農
業
は
専
念
寸
る
己
と
L

を
建
前
と
し
て
ゐ
，
o
。
さ
れ
ば
宗
国

農
民
た
る
も
の
は
、
農
た
の
付
ず
る
圏
実
的
使
命
令
一
定
分
に
什
党
L
、
永
続
し
て
琵
業
に
専
念
し
、
以
亡
大
和
民
族
の
設
展
繁
栄
の

た
め
、

ま
た
慨
時
下
緊
急
の
食
糧
増
原
確
保
の
た
め
氏
、
協
力
挺
身

L
一
泣
け
れ
ば
友
ち
な
い
。




